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【発行日】平成29年2月9日(2017.2.9)

【公開番号】特開2016-121942(P2016-121942A)
【公開日】平成28年7月7日(2016.7.7)
【年通号数】公開・登録公報2016-040
【出願番号】特願2014-262271(P2014-262271)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  27/416    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   27/46     ３３６Ｂ
   Ｇ０１Ｎ   27/46     ３３６Ｍ
   Ｇ０１Ｎ   27/46     ３５３Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月19日(2016.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被測定試料の酸度を測定するための酸度測定装置であって、
　前記被測定試料に電圧を印加するための一対の電極と、
　前記一対の電極間に電圧を印加する電圧印加手段と、
　前記一対の電極間に流れる電極間電流値を測定する電流測定手段と、
　前記被測定試料のｐＨ値を取得するためのｐＨ値取得手段と、
　前記電圧印加手段、前記電流測定手段、前記ｐＨ値取得手段の制御を行う制御部と、を
備え、
　前記制御部は、
　前記一対の電極が前記被測定試料に接触した状態で、前記電圧印加手段により前記一対
の電極間に所定の電圧を印加するとともに、前記電流測定手段により前記一対の電極間に
流れる電極間電流値を測定し、
　前記電極間電流値と前記ｐＨ値とに基づいて、前記被測定試料の酸度を算出するように
構成されていることを特徴とする酸度測定装置。
【請求項２】
　前記一対の電極間に印加する所定の電圧が、交流電圧または２Ｖ以上の直流電圧である
ことを特徴とする請求項１に記載の酸度測定装置。
【請求項３】
　前記被測定試料を充填するための計測容器をさらに備え、
　前記計測容器が、前記一対の電極を備えていることを特徴とする請求項１または２に記
載の酸度測定装置。
【請求項４】
　前記ｐＨ値取得手段が、前記被測定試料に接触した状態でｐＨ値を測定するｐＨ測定部
であることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の酸度測定装置。
【請求項５】
　前記計測容器が、前記ｐＨ測定部を備えていることを特徴とする請求項３に記載の酸度
測定装置。
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【請求項６】
　前記ｐＨ値取得手段が、事前に測定され得られた前記被測定試料のｐＨ値を、前記制御
部に入力するための入力手段であることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の
酸度測定装置。
【請求項７】
　被測定試料の酸度を測定するための酸度測定方法であって、
　前記被測定試料に一対の電極を用いて所定の電圧を印加した状態で、前記一対の電極間
に流れる電極間電流値を測定するとともに、
　前記被測定試料のｐＨ値を測定し、
　前記電極間電流値と前記ｐＨ値とに基づいて、前記被測定試料の酸度を算出することを
特徴とする酸度測定方法。
【請求項８】
　前記一対の電極間に印加する所定の電圧が、交流電圧または２Ｖ以上の直流電圧である
ことを特徴とする請求項７に記載の酸度測定方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　このような酸度測定装置及び酸度測定方法では、前記一対の電極間に印加する所定の電
圧が、交流電圧または２Ｖ以上の直流電圧であることが好ましい。
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